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　平成15年４月に畜産草地研究所に新規採用された
森田聡一郎と松浦庄司の２名は、当所において４月
下旬より約３ヶ月間の所内研修を受けました。�
　主な研修内容は、研究部及び業務科での研修、「低
カリウム飼料給与による乳牛からのカリウム排泄量
低減化実証試験」への参加、財団法人神津牧場での
実習でした。２人とも畜産を全く知らずに入所した
こともあって最初は間近で見る乳牛の大きさにさえ
戸惑う状態でしたが、畜産に関する講義を受けたり
様々な家畜に実際に触れたりと、全く新しいことを
経験する毎日はとても新鮮であり、これから畜産草
地に関わる研究を行っていくのだという意識を日々
強くすることができました。特に、家畜の屠殺・解
体や淘汰といった、日頃の生活で目にする機会のな
い部分を見られたことは、畜産とはどういうものか
ということを考える良い契機になったと思います。�

　乳牛からのカリウム排泄量低減化実証試験は、糞
尿の草地への還元によって起こるカリウム過剰害に
対応するために実施されました。この試験では、飼
料の調製から糞・尿・乳の採取・分析まで様々な面
で乳牛に接することで畜産の実験手法を学びました
が、同時に、土壌－牧草－家畜が有機的に結びつい
た生産の考え方についても学ぶことができ、大変有
意義なものとなりました。�
　これからいよいよ研究者としての業務が本格的に
始まりますが、この約３ヶ月間の研修の中で学んだ
ことや考えたことを今後の研究生活に活かしていけ
るように努めたいと思います。�
　最後に、この実り多い研修を支えて下さった方々
に、心より感謝いたします。�
（草地生態部　草地資源評価研究室　松浦庄司）�

　御代田地区山地畜産研究部の一般公開
が、８月30日に開かれました。公開のテー
マは「放牧による安全な牛肉生産をめざし
て」とし、研究成果の展示紹介、傾斜放牧
地で育成された肉牛の試食、「肉牛」、「小
規模移動放牧」、「牧草」についてのミニ講
演会、家畜・大型作業機械の展示、部内草
地の見学バス運行などを催しました。�
　またつくば、那須の両地区からは研究展
示、鶏展示、ハーブ牛乳試飲などの応援を
得て、多方面の畜産研究を紹介しました。さらに地
域の農協、営農組合、農業実践大学校、農政事務
所、統計情報センターには、農産物・食べ物の提
供、展示でご協力いただきました。�
　当日は曇で昼過ぎから霧雨となったため、来所者
は545人と、前回より少ない人数でしたが多くの方
に来所いただけました。牛肉を試食した方（518名）の
うち404名からアンケートの回答がありました（回答
率78％）。試食部位は、ロース、バラ、モモ、カタな

どでしたが、日頃食べている牛肉と比べての感想を
アンケートしたところ、肉の総合評価は「よい」「少
しよい」をあわせて72％の高ポイントとなりまし
た。やわらかさの判断ではすこしかたいとやわらか
いの２つにピークがありましたが、全体によい評価
で、皆様にはおいしく食べていただけたようです。
なお試食肉牛は34ヶ月齢から約５カ月間肥育した未
経産雌牛です。�
（山地畜産研究部　草地土壌研究室長　山本博）�
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